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年

月

日
に
、
女
子

大
と
提
携
を
結
ん
だ
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ

ノ
イ
外
国
語
大
学
。
国
立
大
学
で
、

約

人
の
学
生
の
う
ち
、

人
が
英
語
を
専
攻
、
他
に
は

フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
、
日
本
語
、

ロ
シ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
で
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
多
く
の
大
学
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、

、

回
生
は

午
前
、

、

回
生
は
午
後
に
授
業

を
集
中
し
て
行
う
シ
ス
テ
ム
を
と
っ

て
い
る
。ま
た
、学
生
の

か
ら

％

は
女
性
。

人
の
教
員
が
お
り
、
う

ち

名
は

か
ら
派
遣
さ
れ

た
日
本
人
。
こ
の
日
本
語
科
に
、
昨

年
度
か
ら
、
女
子
大
で
選
考
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
学
生
が
、
日
本
語
教
員

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
約

週
間
派

遣
さ
れ
、
日
本
語
の
授
業
を
受
け
持

ち
な
が
ら
、
現
地
の
文
化
や
言
葉
を

学
ん
で
い
る
。

「
学
習
意
欲
と
積
極
性
と
い
う
点

大
和
田
中
・
高
校
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
姉
妹
校

校
が
来
校
し
、
生

徒
、
教
員
間
の
交
流
が
は
か
ら
れ
た
。

定
期
的
な
交
流
で
、

校
は
一
昨
年

に
も
来
校
し
て
い
る
。

前
理
事
長
奥
田
省
吾
さ
ん
の
像

を
作
る
に
あ
た
っ
て
、

周
年
事

業
の
一
つ
と
し
て
依
頼
を
受
け
た
。

そ
ん
な
に
歴
史
が
あ
っ
た
の
か
と

驚
い
て
い
る
。
省
吾
さ
ん
の
写
真

を
見
る
と
、
穏
や
か
で
皇
太
子
殿

下
の
よ
う
。
国
際
大
学
を
つ
く
る

当
時
、「
文
部
省
と
の
交
渉
に
苦

労
す
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
ソ

フ
ト
で
お
だ
や
か
な
顔
立
か
ら
、

大
学
を
つ
く
る
の
に
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
、
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
ビ
デ
オ
で
拝
見
し

た
省
吾
さ
ん
の
顔
は
、
表
面
は
穏

や
か
だ
が
、
内
面
は
気
骨
の
あ
る

熱
中
し
て
い
け
ば
今
そ
の
顔
で

な
く
て
も
、
や
が
て
そ
の
人
が
作

り
上
げ
た
顔
に
な
る
。
建
築
家
は

建
築
家
ら
し
く
、
音
楽
家
は
音
楽

家
ら
し
く
。
顔
は
そ
の
人
の
実
績

が
作
っ
て
い
く
も
の
。
胸
像
を
作

る
に
あ
た
っ
て
ビ
デ
オ
が
大
変
参

考
に
な
る
。
写
真
と
違
い
、
ム
ー

ビ
ー
だ
と
時
間
を
か
け
て
見
る
の

で
、
そ
の
人
の
「
相
」
が
よ
く
わ

か
る
。
な
ぜ
あ
れ
だ
け
の
学
園
を

作
っ
た
の
か
、
解
せ
な
か
っ
た
が
、

省
吾
さ
ん
の
ビ
デ
オ
を
見
て
よ
く

わ
か
っ
た
。
胸
像
に
は
、
そ
の
思

い
を
存
分
に
反
映
さ
せ
た
い
。

彫
刻
は
、
彫
刻
だ
け
で
な
く
文

学
、
音
楽
な
ど
様
々
な
こ
と
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の

内
面
を
作
り
、
精
神
的
な
も
の
を

高
め
る
も
の
で
あ
る
。
総
て
自
分

を
培
っ
て
こ
そ
、
そ
れ
が
作
品
に

現
れ
る
。

彫
刻
と
は
人
間
性
の
総
て
が
注

が
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

（
談
）

（
故
奥
田
政
三
前
々
理
事
長
、
奥

田
せ
つ
名
誉
理
事
の
胸
像
や
、
学

園
の
彫
像
を
数
多
く
手
が
け
、
そ

の
縁
で
前
理
事
長
奥
田
省
吾
像
を

制
作
し
て
い
る
）
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提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
女
子
大
学
》

今年の春約 ケ月半を、オーストラリアにある本大学と交流

のあるToorak Collegeで日本語教員アシスタントとして過ごし

た。現地では学校に隣接する寮に滞在し、幼稚園 高校まで一

貫した非常に品のある女子学校で「センセイ」と恐縮しながら

もそう呼ばれ、生徒達と共に多くの事を学んだ。学校へ行った

その日から高校 年生の日本語会話の担当を早速任され、他に

幾つかの日本語のクラスに毎時間参加した。個人的に幼い子ど

もが好きなことと、言語を学ぶ際に年齢が若いほど馴染みも早

いという話を聞いていて興味があったことから、主に幼稚園か

ら小学校低学年の日本語の授業を選択した。クラスでは日本の

伝統文化や日常生活における我々の生活様式の話など紹介する

ための時間をいただいたので、絵やあらかじめ用意しておいた

写真などを用いてプレゼンテーションも行った。

学内行事や寮内での留学生を含む現地学生との交流も出来る

だけ多く取り、これまで経験した語学留学とは違った貴重な体

験ができ、ラッキーだったと思う。一番心に強く残っているの

は、日本語を学ぶ生徒達の始めの戸惑いと真剣な眼差し、単語

一つでも習得した時の彼女達の中に湧き起こる喜びと小さな自

信を近くで感じられた事と彼女達全員の顔である。そして「セ

ンセイ」という目でそれらを観察できた事は興味深かった。

言葉というのは学んでも切りがなく新しいものは増え続け、

ここまで知ったからもう大丈夫、もういいなんて限度がない。

しかし、知りたい・理解りたいという思いが「学ぶ」という姿

勢に自分を駆り立たせる。無事任務を終え元の学生に戻った私

は、今もまだ、言語を学ぶことに一途でい続けた自分自身のこ

の 年間を振り返らされている。

（ 年 月 月、豪Toorak Collegeへ日本語教員アシス

タントとして派遣)

留学生レポート留学生レポート

大阪国際女子大学

コミュニケーション学科 回生 梅澤 正子

センセイと学生の狭間で
学ぶことの大切さ

直

言

人
だ
、

な
る
ほ
ど

と
感
じ
た
。

故
奥
田
政
三
前
々
理
事
長
と
の
出

会
い
か
ら
省
吾
さ
ん
を
知
っ
た
が
、

政
三
さ
ん
は
親
切
で
腰
の
低
い
人

で
、
相
手
を
け
な
さ
な
い
人
柄

だ
っ
た
。

こ
う
し
た
親
の
血
を
省
吾
さ
ん

も
引
き
継
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

表
面
は
や
さ
し
さ
が
あ
り
、
内
面

は
厳
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
画
家

の
中
川
一
政
氏
に
、「
ど
う
い
う

人
が
い
い
絵
を
描
き
ま
す
か
」
と

聞
く
と
「
顔
を
見
た
ら
ど
の
程
度

の
絵
を
描
く
か
わ
か
る
」
と
。

日本に来て以来、

私たちは多くの方々

に温かく迎えていた

だきました。皆さん

とても親切で、私た

ちのおぼつかない日

本語を懸命に理解しようとしてくださいました。本当に、自分

たちの日本語の知識のなさには驚いてしまいます。

月 日に関空に到着しましたが、機中、私たちは興奮の連

続でした。もうすぐ、ホストファミリーの皆さんに出会えるの

だと思うとわくわくしました。

到着の翌日はホストファミリーの皆さんと買い物に行った

り、散歩に出かけたり、ゆったりと一日を過ごして、新しい環

境になれる時間を持つことができました。

次の日は、初めて滝井高校に行く日でしたので、 人とも朝

からとても気持ちが高ぶっていましたが、同時に、滝井高校は

どんな学校なのかを自分の目で早く確かめたいという気持ちも

強く持っていました。国際交流担当の先生のガイダンスを受け

たり、福井校長先生から日本の教育システムのお話などを聞き

ました。英会話の授業に出て、生徒さんたちと話をしたりしま

した。コンピューターのクラスでは、インターネットでオース

トラリアの家族にコンタクトさせてもらえました。特色講座の

日本文化 の授業にも参加し、茶道を体験しました。お茶の

作法を教えていただきましたので、オーストラリアに帰ったら、

家族にそれをやって見せてあげたいと思っています。

日本についてまだ一週間ですが、日本滞在中には、私たちの

オーズィ・スピリット を大いに発揮して、出来るかぎり多

くのことに参加し、色々と学んでいきたいと思っています。

こんなにも素晴らしい機会を私達に与えてくれた、滝井校と

トゥーラック校の先生方、ホストファミリーの皆様そして自分

たちの両親に感謝したいと思います。

（ 年 月、豪・トゥーラック・カレッジから派遣）

滝井高校派遣留学生

カーラ・リタリック
ジェシカ・ブラウニング
クリスティン・アンダースン
ジェネビーブ・ストーン（写真左から）

来日 週間目に思うこと

「
顔
」

「
顔
」

日
高
正
法

日
高
正
法

（
彫
刻
家

二
科
会
理
事
）

（
彫
刻
家

二
科
会
理
事
）

「
毎
日
、
日
本
語
科
の
学
生
が
、

バ
イ
ク
で
送
り
迎
え
し
て
く
れ
た
ん

で
す
よ
。
そ
れ
で
、
学
生
が
よ
く
行

く
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に

も
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
家

に
招
か
れ
た
り
で
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
」
と
山
根
さ
ん
。

ま
た
、
同
外
大
か
ら
女
子
大
へ
の

留
学
生
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
今
年

度
は
外
国
人
特
別
科
目
等
履
修
生
と

し
て

人
が
学
ん
で
い
る
。

て
い
る（
こ
れ
は
施
設
不
足
に
よ
る
）。

日
本
語
科
の
学
生
は
、
こ
こ

年

ほ
ど
で
増
加
し
現
在

人
。
う

ち
半
数
は
働
き
な
が
ら
授
業
を
受
け

で
、
日
本
の
学
生
と
は
大
き
な
違
い

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
町
を
歩
い

て
い
て
も
『
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

る
の
で
す
が
、
話
す
相
手
が
い
な
い

の
で
一
緒
に
話
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
』
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
。
私
達

も
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
ね
。」

と
第

回
派
遣
生
の
山
根
由
里
さ
ん

（
女
子
大
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

回

生
）と
腰
高
亜
紅
子
さ
ん（
同
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

回
生
）。

観
光
化
も
進
み
以
前
よ
り
身
近
な

国
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

情
報
の
少
な
い
ベ
ト
ナ
ム
だ
が
、
日

本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
学

生
や
地
元
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
観
光
旅
行
で
は
わ
か
ら

な
い
ベ
ト
ナ
ム
の
日
常
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、
派
遣
学
生
か
ら
好
評
を

得
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
首
都
ハ
ノ
イ
の
郊

外
に
あ
り
、
本
学
生
は
そ
こ
か
ら
約

キ
ロ
は
な
れ
た
街
の
中
心
部
に
近

い
外
国
人
学
生
用
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
滞
在
。

大
和
田
中
・
高
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
姉
妹
校

大
和
田
中
・
高
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
姉
妹
校

校
か
ら

名
が
来
校

校
か
ら

名
が
来
校

ロ
ー
ン
セ
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
・

グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
か
ら
生
徒

名
、

教
員

名
が

月

日
に
、
セ
ン
ト

マ
イ
ケ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
エ
イ
ト
・

ス
ク
ー
ル
か
ら
は
生
徒

名
、
教
員

名
が

月

日
に
来
校
し
そ
れ
ぞ

れ
約

週
間
、
授
業
を
受
け
た
り
、

京
都
の
清
水
寺
や
大
阪
城
を
観
光
す

る
と
い
っ
た
充
実
の
日
々
を
過
ご
し

た
。
ま
た
、
新
幹
線
で
広
島
平
和
記

念
資
料
館
に
日
帰
り
で
訪
れ
る
な
ど

ハ
ー
ド
な
研
修
も
行
っ
た
。

来
校
し
た
初
日
の

月

日
と

日
に
は
両
校
の
歓
迎
式
典
、
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
ー
が
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル

ハノイ外国語大学ハノイ外国語大学

ホ
ー
ル
な
ど
で
行
わ
れ
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
ら
も
参
加
し
て
の
楽
し

い
会
と
な
っ
た
。
両
校
と
も
約

週

間
と
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
日
本

で
の
楽
し
い
思
い
出
を
胸
に
本
校
を

あ
と
に
し
た
。

滝
井
に
も
豪
の

名
来
校

ま
た
、
滝
井
高
校
で
も
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
姉
妹
校
、
ト
ゥ
ー
ラ
ッ

ク
・
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
交
換
留
学
生
が

来
校
。
例
年

名
の
生
徒
を
受
け
入

れ
て
い
た
が
、
今
回
は

名
の
生
徒

が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
語
学

研
修
等
を
行
っ
た
。

期
間
は

月

日
か
ら

日
ま
で

で
、

名
は
授
業
を
受
け
た
り
、
東

京
や
広
島
を
見
物
し
た
り
も
し
た
。

約 人の学生が学ぶ国立大学。昨年度から本学の学生が
日本語教員アシスタントとして派遣された

日
本
語
を
教
え
現
地
の
文
化
を
学
ぶ

日
本
語
を
教
え
現
地
の
文
化
を
学
ぶ

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム

月

日
に
開
催

月

日
に
開
催

国
際
大
国
際
関
係
研
究
所
主
催
の

第

回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
が
、

月

日

に
開
催
さ
れ
る
。

国
際
大
創
設
以
来
恒
例
と
な
っ
た

「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
」
は
、
今
回
、

「
日
本
経
済
の
行
方
と
経
営
の
課
題
」

仮
を
テ
ー
マ
に
問
題
提
起
と
討
議
、

質
疑
応
答
を
行
う
。

講
師
は
、
株
式
会
社
ア
シ
ス
ト
代

表
取
締
役

ビ
ル
・
ト
ッ
テ
ン
氏
、

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
常
勤
監
査
役

友
松
康
夫
氏

会
場
は
、
日
本
綿
業
倶
楽
部（
綿

業
会
館
）時
間
は
午
後

時
か
ら

時

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
国
際
関

係
研
究
所

直

モ
ン
ゴ
ル
の
料
理
と

音
楽
な
ど
を
楽
し
む

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座

国 際 大

月

日

国
際
大
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、「
世
界
の
料
理
と
音
楽
祭

モ

ン
ゴ
ル
」を
テ
ー
マ
に
、ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
教
養
講
座
が
開
か
れ
た
。
松

田
孝
一
教
授
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
解
説
、

映
画
上
映
、
留
学
生
の
作
っ
た
料
理
、

民
族
音
楽
、
舞
踊
等
で
モ
ン
ゴ
ル
へ

の
理
解
を
深
め
た
。（
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
で
は
毎
月
第
一
土
曜
日
教
養

講
座
を
行
っ
て
い
る
）
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今
年
で

回
目
を
迎
え
る
全
国

高
校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
の
応
募

要
項
が
決
定
し
た
。

月
上
旬
、

全
国
の
高
等
学
校
（
約

校
）
へ
要
項
が
発
送
さ
れ
、

月

日
に
は
毎
日
新
聞
紙
上
に
お

い
て
、
全
国
に
向
け
て
の
社
告
も

掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
大
阪
府
を

中
心
と
し
た
高
等
学
校
の
訪
問
、

月
末
締
切
り
直
前
ま
で
の
新
聞

広
告
紙
面
で
の
告
知
、
ま
た
、
一

昨
年
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
な
ど
、
万
全
の
体
制
で
募
集

活
動
に
臨
ん
で
い
る
。

文
部
省
、
大
阪
府
、
大
阪
府
教

育
委
員
会
等
の
後
援
や
、
本
賞
を

め
ぐ
る
協
力
企
業
も
今
年
か
ら
新

た
に
紀
伊
國
屋
書
店
が
加
わ
り
、

（
日
本
交
通
公
社
）
と
と

も
に
、
副
賞
賞
品
が
提
供
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
毎
日
新
聞
社
と

の
共
催
を
始
め
て
今
年
で

年
目

に
入
り
、
年
々
応
募
作
品
も
増
え
、

一
昨
年
の

編
か
ら
昨
年
は

編
と
千
編
を
越
え
る

応
募
数
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
の
最
終
審
査
会
（
例
年

月
中
旬
）
で
は
、
各
審
査
員
か
ら

「
例
年
と
比
べ
格
段
に
レ
ベ
ル
が

高
く
な
っ
た
。
上
位
作
品
は
甲
乙

応
募
要
項

テ
ー
マ
「
世
界
の
中
の
日
本
と
私
」

・
応
募
資
格

高
校
生（
平
成

年

月
現
在
高
校
在
学
の
方
）

・
応
募
方
法

字
詰
め
原
稿
用
紙（

横
書
き
）

枚

・
締
切
り

年

月

日

・
発

表

年

月
中
旬

応
募
先大阪

市
北
区
梅
田

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
事
業
本
部
内
、
グ
ロ
ー
バ
ル

マ
イ
ン
ド
賞
実
行
委
員
会

（

）

大
阪
府
守
口
市
藤
田
町

学
校
法
人

大
阪
国
際
学
園
広
報
室
内

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
実
行
委
員
会

（

）

学
報
「

」
第

号
（

月
発
行
）
で
、
国
際
大
、
女

子
大
・
短
大
の
卒
業
生
に
、
現
況
把

握
を
兼
ね
「
学
報
」
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
同
封
し
た
。

近
況
」、
次
に
「
教
員
の
近
況
」、「
大

学
祭
や
音
楽
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
」
が

続
い
た
。ま
た
、「

」

昭
和

年
か
ら

年
ま
で
の

年

間
、
帝
国
女
子
大
学
（
現
大
阪
国
際

女
子
大
学
）
で
教
鞭
を
と
ら
れ
、
本

学
の
発
展
に
力
を
そ
そ
が
れ
た
本
学

名
誉
教
授
の
故
・
辻
合
喜
代
太
郎
氏
。

そ
の
辻
合
氏
が
生
前
収
集
さ
れ
て
い

た
、
河
内
木
綿
な
ど
約

点
も
の
染

織
資
料
を
公
開
す
る
企
画
展
「
辻
合

喜
代
太
郎
氏
収
集
染
織
資
料
寄
贈
記

念

木
綿

そ
の
用
と
美

」
が
、

月
か
ら

月
に
か
け
て
八
尾
市
立

歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
か
れ
、
大
き

な
反
響
を
呼
ん
だ
。

辻
合
氏
は
日
本
の
「
河
内
木
綿
」

に
注
目
し
、
河
内
を
は
じ
め
大
和
や

丹
波
な
ど
の
木
綿
を
調
査
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
成
果
を
「
河
内
木
綿
譜
」

や
「
大
和
木
綿
譜
」
な
ど
の
著
書
に

ま
と
め
、
生
活
文
化
史
上
に
お
け
る

木
綿
の
意
義
を
発
表
。
平
成

年
に

亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
、
手
織
木
綿
の

技
術
の
保
存
と
伝
承
に
努
め
て
こ
ら

れ
た
。
ま
た
、
日
本
染
織
文
化
協
会

長
な
ど
を
歴
任
し
、
昭
和

年
に
は

郷
土
文
化
功
労
者
文
部
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
。

同
資
料
館
で
は
「
八
尾
の
歴
史
と

文
化
財
」
に
関
す
る
資
料
を
、
テ
ー

マ
ご
と
に
わ
け
て
随
時
展
示
し
て
い

る
が
、
今
回
の
企
画
に
至
っ
た
の
は
、

辻
合
氏
の
孫
で
あ
る
辻
合
和
彦
氏
が

昨
年

月
、
同
資
料
館
に
染
織
資
料
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「
応
募
要
項
」
決
ま
る

学
報
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

学
報
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

企
業
の
海
外
進
出
に
伴
う
人
的

「
コ
ス
ト
」に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
中
、
女
子
大
社
会
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ヨ
ン
学
科

長
澤

宏

助

教
授
が
『

年
版
海
外
勤
務

者
労
働
条
件
調
査
報
告
書

海
外
勤

務
者
の
給
与
』
を
ま
と
め

月
に
発

刊
さ
れ
た
。

関
西
生
産
性
本
部
海
外
勤
務
者
労

働
条
件
調
査
委
員
会
委
員
長
を
務
め

る
同
助
教
授
が
、

年
か
ら
調
査
・

編
纂
を
始
め
、
報
告
書
は
今
回
で

冊
目
。
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
に
は
、

毎
回
ゼ
ミ
の
学
生
が
参
加
し
、
今
回

は
岩
田
有
加
子
さ
ん
、
遠
藤
和
子
さ

ん
、
宮
田
梨
永
さ
ん
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

現
在

回
生
）

が
協
力
し
た
。

全
国
の
企
業
約

社
に
調

査
票
を
送
付
、
回
答
の
あ
っ
た
約

社
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、「
海

外
勤
務
者
の
『
や
る
気
』
を
維
持
し

な
が
ら
、
世
間
相
場
か
ら
み
て
コ
ス

ト
的
に
適
正
な
海
外
給
与
モ
デ
ル
を

企
業
に
対
し
て
提
案
す
る
」（
同
助

教
授
）
と
い
う
、
企
業
に
と
っ
て
は

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

「
海
外
勤
務
者
給
与
調
査
」

他
に
な
い
調
査
資
料

企
業
か
ら
の
関
心
も
高
く

手
織
木
綿
の
技
術
保
存
と
伝
承

手
織
木
綿
の
技
術
保
存
と
伝
承

故
辻
合
名
誉
教
授
（
女
子
大
）

収
集
の
木
綿
展

故
辻
合
名
誉
教
授
（
女
子
大
）

収
集
の
木
綿
展

孫
の
和
彦
氏
、
八
尾
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
贈

孫
の
和
彦
氏
、
八
尾
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
贈

つ
け
が
た
い
」
と
い
う
発
言
が
相

次
い
だ
。
今
年
も

月
末
の
締
切

り
ま
で
の

ケ
月
間
、「
世
界
の

中
の
日
本
と
私
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
も
と
に
、
全
国
の
高
校
生
か
ら
、

「
国
際
化
」
を
自
分
の
も
の
と
し

た
個
性
あ
る
作
品
が
、
多
数
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

第

回

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞

第

回

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞

に
は
「
結
婚
し
関
東
に
来
た
の
で
、

学
報
が
唯
一
の
私
と
関
西
の
つ
な
が

り
で
す
」
と
い
っ
た
う
れ
し
い
意
見

も
あ
っ
た
。

今
春
卒
業
生
を
含
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
送
付
し
た
の
は
国
際
大
、
女
子

大
・
短
大
の
卒
業
生
あ
わ
せ
て
約

通
。
回
答
が
あ
っ
た
の
は

そ
の
う
ち

％
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
広

報
室
で
は
今
回
い
た
だ
い
た
様
々
な

意
見
や
要
望
を
、
こ
れ
か
ら
の
企
画

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
下
さ
っ
た
卒
業
生
の
方
に
は
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
当
選

者
は
、
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
気
の
ト
ッ
プ
「

・

レ
ポ
ー
ト
」

人
気
の
ト
ッ
プ
「

・

レ
ポ
ー
ト
」

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
の
よ
う
な

回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
ず
、
興
味
の
あ
る
記
事
で
は
、

卒
業
生
の
近
況
が
わ
か
る
「

・

レ
ポ
ー
ト
」
が
断
然
ト
ッ
プ
。

次
い
で
「
ひ
と
（
学
内
外
で
活
躍
の

人
物
紹
介
）」、「
留
学
生
レ
ポ
ー
ト
」

が
多
か
っ
た
。

今
後
も
っ
と
掲
載
し
て
ほ
し
い
と

思
わ
れ
る
も
の
で
は
、「
卒
業
生
の

に
関
し
て
意
見
、
要
望
で
は
「
学
報

を
読
ん
で
卒
業
し
た
実
感
が
湧
く
」、

「
発
展
し
て
い
く
学
校
を
見
て
嬉
し

く
思
う
」
な
ど
の
意
見
や
、「
社
会

人
入
試
の
情
報
が
あ
れ
ば
い
い
」、

「
公
開
講
座
な
ど
卒
業
し
て
か
ら
も

参
加
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
嬉
し

い
」
な
ど
の
声
も
多
か
っ
た
。
な
か

学
報
を「
学
園
の
発
展
」
喜
ぶ

読
ん
で

約

点
を
寄
贈
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
。
今
回
展
示
さ
れ
た
の
は

そ
の
一
部
。
会
場
に
は
辻
合
氏
の
収

集
や
研
究
の
広
が
り
を
紹
介
す
る
た

め
、
河
内
木
綿
に
限
定
せ
ず
各
地
の

木
綿
を
、
蒲
団
地
、
婚
礼
風
呂
敷
、

節
句
幟
、
仕
事
着
・
長
着
な
ど
用
途

別
に
展
示
さ
れ
た
。

期
間
中
、
地
元
市
民
は
も
と
よ
り
、

そ
の
研
究
成
果
や
貴
重
な
資
料
を
ひ

と
目
見
よ
う
と
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪

れ
た
。

同
資
料
館
学
芸
員
の
尾
崎
良
史
さ

ん
は
「

と
い
う
貴
重
な
資

料
を
今
後
も
展
示
し
、
手
織
木
綿
の

素
晴
ら
し
さ
を
広
く
紹
介
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

学
年
始
め
に
こ
の
本
を
お
く
ら
れ
、

週
末
、
ひ
と
い
き
に
読
み
終
え
た
。

楽
し
く
読
め
る
経
営
の
本
で
あ
る
。

経
営
戦
略
論
の
教
科
書
と
し
て
の
使

用
を
強
く
意
識
し
た
編
成
と
な
っ
て

い
る
が
、
む
し
ろ
惹
き
つ
け
ら
れ
る

の
は
、
各
節
始
め
に
お
か
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
の
部
分
で
、

そ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
と
理
論

構
成
や
学
説
紹
介
と
の
結
び
付
け
が

あ
ざ
や
か
だ
。

た
と
え
ば
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
分
析
の
と
こ
ろ
で
は
、
キ
ャ
ノ
ン

の
ケ
ー
ス
を
効
果
的
に
使
っ
て
、
わ

か
り
や
す
く

の
考
え
方
が
説

明
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
経
営
者
は
、
戦
国
武
将
の

人
生
訓
物
語
や
挨
拶
文
例
集
の
ご
と

き
も
の
に
淫
し
て
、
ま
じ
め
に
経
営

学
を
勉
強
し
な
い
と
は
、
し
ば
し
ば

い
わ
れ
て
き
た
こ
と
だ
。
最
近
少
し

は
変
わ
っ
た
も
の
の
、
日
本
の
経
営

学
と
日
本
の
企
業
経
営
と
の
あ
い
だ

に
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

は
な
い
深
い
溝
が
残
っ
て
い
た
。
戦

略
を
構
築
す
べ
き
ト
ッ
プ
が
ひ
弱
で
、

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
そ
つ
な
く

日
常
業
務
を
こ
な
す
ば
か
り
と
い
う

あ
り
よ
う
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

特
徴
の
な
い
経
営
は
面
白
く
な
い

し
、
魅
力
の
な
い
経
営
が
よ
い
経
営

だ
と
は
思
え
な
い
。
経
営
戦
略
論
の

ケ
ー
ス
に
使
え
る
よ
う
な
経
営
者
が

日
本
に
も
意
外
に
多
く
い
る
と
思
う

の
は
楽
し
い
。

な
お
、
著
者
は
、
ケ
ー
ス
を
再
構

成
し
て
い
く
さ
い
の
資
料
と
し
て
、

近
年
集
積
の
進
ん
だ
新
聞
雑
誌
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
要
領
よ
く
利
用
さ

れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
卒
論
・

レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
学
生
に
モ
ノ
調
べ

の
技
術
を
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
参

考
に
な
る
点
が
多
い
。

（
評
者
・
大
阪
国
際
大
学
政
経
学
部

教
授

堀
田
隆
司
）

BOOK

大阪国際大学
経営情報学部教授

相葉 宏二 著

グ
ロ
ー
ビ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
編

「

経
営
戦
略
」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

資
格
取
得
者（敬

称
略
）

国
際
大

団
体
試
験

（

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

女
子
大
・
短
大

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

検
定

級
合
格
者

（

月

日
実
施
）

短
大
国
際

西
垣
美
樹

（
女
子
大
国
際
コ
ミ
新
入
生

対
象
の
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
）

（

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人

団
体
試
験

（

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

女
子
大
コ
ミ

宮
田
梨
永

崔

康
恵

福
田
あ
き
子

出
口
知
子

第

回
ワ
ー
プ
ロ
検
定

級
合
格
者

（

月

日
実
施
）

女
子
大
社
会
コ
ミ

故
東
郁
恵

同
コ

ミ

山
村
志
保

同
国
際
コ
ミ

永

岡
陽
香

同
人
健

中
西
聡
美

短
大

国
際

池
田
佳
陽

澤
田
幸
子

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

国
際
大
海
外
派
遣
留
学
生

田
中
巨
樹
（
経
情

）

林

里
美

梅
澤
良
太
（
以
上
同

）

松
山
径
子

中
野
勝
行
（
以
上
政
経

）

滝
井
高
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ト
ゥ
ー

ラ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
派
遣
留
学
生

松
山
美
由
起

末
石
朋
子
（
以
上

）

吉
馴
有
未

河
添
佳
余
子
（
以
上

）

国
際
大
平
成

年
度
学
業
優
秀
者

（

月

日
）

弓
場
大
地

鈴
木
富
士
子

西

諭

小
川
亜
沙
子

野
瀬
晶
子

長
谷
川

太
郎
（
以
上
経
情

）

松
岡
尚
行

上
田
裕
子

津
田
賢
太
郎

成
田
亜
紀

長
光
寛
二

伊
左
次

聡
（
以
上
同

）

河
野
恵
梨
子

福
岡
聖
士

金

文

岡
本
安
樹
浩

八
田

徹

佐

伯
朱
美
（
以
上
同

）

田
村
真
一

松
村
志
子

福
井
健
人

饗
庭
会
奈
爾

亀
田
幸
代

中
村
武
敬
（
以
上
政
経

）

坂
寄
利
国

大
江
一
郎

平
田

洋
介

鍛
冶
雅
一

森
澤
旭
喜

中
川

誠
（
以
上
同

）

萩
尾
哲
哉

原
田

亜
由
子

西
田
託
真

小
島
純
香

葛

西
隆
一

船
越
健
之
（
以
上
同

）



も
ち
ろ
ん
入
試
で
は
学
生
数
の
確

保
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
本
学
を
理
解
し

本
学
で
学
び
た
い
学
生
に
入
学
し
て

も
ら
う
こ
と
が
、
教
育
の
効
果
を
上

げ
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

文
部
省
の
規
制
緩
和
の
結
果
、
推

薦
枠
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
別
推

薦
を
含
む
推
薦
選
考
に
重
点
を
お
い

て
、
本
学
の
教
育
内
容
に
関
心
を
も

つ
学
生
の
入
学
を
期
待
す
る
募
集
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
個

性
豊
か
な
学
生
の
存
在
は
大
学
の
活

性
化
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

そ
の
た
め
高
校
時
代
に
各
種
分
野
に

情
熱
を
傾
け
て
き
た
生
徒
を
対
象
と

し
た
一
芸
一
能
選
考
に
も
力
を
注
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
本
学
が
望
ん
で
い
る

資
質
・
能
力
を
持
っ
た
生
徒
へ
の
情

報
の
伝
達
手
段
と
し
て
は
、
可
能
な

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
し
か
し

部

リ
ー
グ
で
優
勝
し
、
今
春
か
ら

部

復
帰
を
果
た
し
て
い
る
。

女
子
大
・
短
大

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

・

第

回
関
西
学
生

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
リ
ー
グ

総
合
優
勝
（
エ
ペ
の
部
と
フ
ル
ー

レ
の
部
を
合
わ
せ
て
）
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大
阪
国
際
女
子
大
学

選考種別 出願期間（必着） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

特別推薦入学選考
平成 年 月 日（木）

月 日（木）
月 日（日） 月 日（木）

月 日（金）
月 日（金）

推薦入学選考 期
平成 年 月 日（月）

月 日（木）
月 日（月） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

帰国生徒入学選考
平成 年 月 日（月）

月 日（木）
月 日（月） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

推薦入学選考 期
平成 年 月 日（火）

月 日（月）
月 日（水）

いずれかを選択
月 日（木）

月 日（水）
月 日（木）
月 日（木）

奨学生入学選考
平成 年 月 日（火）

月 日（月）
月 日（水） 月 日（水）

月 日（木）
月 日（木）

一般入学選考 期
平成 年 月 日（水）

月 日（水）
月 日（土）

いずれかを選択
月 日（日）

月 日（木）
月 日（金）
月 日（木）

一般入学選考 期
平成 年 月 日（木）

月 日（金）
月 日（火） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

留学生入学選考
留学生入学選考については、国際交流課までお問い合わせください。
お問い合わせ先 （国際交流課直通）

社会人入学選考
平成 年 月 日（木）

月 日（金）
月 日（火） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

大
阪
国
際
女
子
大
学

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

選考種別 出願期間（必着） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

特別推薦入学選考
平成 年 月 日（木）

月 日（木）
月 日（土） 月 日（木）

月 日（金）
月 日（金）

推薦入学選考 期
平成 年 月 日（月）

月 日（木）
月 日（月） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

帰国生徒入学選考
平成 年 月 日（月）

月 日（木）
月 日（月） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

推薦入学選考 期
平成 年 月 日（火）

月 日（月）
月 日（水）

いずれかを選択
月 日（木）

月 日（水）
月 日（木）
月 日（木）

奨学生入学選考
平成 年 月 日（火）

月 日（月）
月 日（水） 月 日（水）

月 日（木）
月 日（木）

一 般 入 学 選 考
平成 年 月 日（水）

月 日（水）
月 日（土） 月 日（木）

月 日（金）
月 日（木）

社会人入学選考
平成 年 月 日（木）

月 日（金）
月 日（火） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

平成 年度から、大阪国際女子大学、短期大学卒業生の姉妹及びご息女の受験に際しては、入学検定料が免除となります。詳細については、大
阪国際女子大学・短期大学入試室までお問い合せ下さい。 （入試室直通）

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別 出願期間 選考日 合格発表 入学手続期間

修
士
課
程

経営情報学研究科
一次

平成 年 月 日（月）
月 日（金）

月 日（土） 月 日（金）
月 日（月）
月 日（火）

二次
平成 年 月 日（木）

月 日（木）
月 日（火） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

総合社会科学研究科
一次

平成 年 月 日（月）
月 日（金）

月 日（土） 月 日（金）
月 日（火）
月 日（水）

二次
平成 年 月 日（木）

月 日（木）
月 日（土） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ

平成 年 月 日（木）
月 日（木）

月 日（火） 月 日（金）
月 日（月）
月 日（月）

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学

選考種別 出願期間 選考日 合格発表 入学手続期間

推
薦

指定校・併設校推薦
平成 年 月 日（月）

月 日（水）
政 経 学 部 月 日（木）
経営情報学部 月 日（金）

月 日（火）
月 日（水）
月 日（水）

一般推薦 ・

帰国生徒入学選考

一
般
入
試

方式
平成 年 月 日（木）

月 日（月）
政 経 学 部 月 日（火）
経営情報学部 月 日（水）

月 日（水）
月 日（月）
月 日（金）

センター試験 選考一次
平成 年 月 日（水）

月 日（金）
独自試験は行わない

方式
平成 年 月 日（月）

月 日（木）
政 経 学 部 月 日（火）
経営情報学部 月 日（水）

月 日（水）
月 日（木）
月 日（水）

センター試験 選考二次
平成 年 月 日（水）

月 日（金）

独自試験は行わない
月 日（火）

月 日（水）
月 日（月）方式

政 経 学 部 月 日（水）午前
経営情報学部 月 日（水）午後

留学生入学選考
留学生入学選考については、国際交流課までお問い合わせください。
お問い合わせ先 （国際交流課直通）

大
阪
国
際
大
学

平成 年度 入試日程 学生 生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生 生徒募集要項

ま
た
、
同
じ
く
関
西
学
生

部

リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る
女
子
大
・

短
大
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
も
リ
ー
グ
戦

で
、

戦
全
勝
の
初
優
勝
を
遂
げ
た

（

面
ひ
と
欄
に
関
連
記
事
）。

リ
ー
グ
戦
は

校
で
争
わ
れ
、
同

部
は
昨
春

位
で

部
リ
ー
グ
と
の

入
替
戦
に
出
場
。
残
念
な
が
ら
入
替

戦
で
も
敗
れ
、
昨
秋
は

部
か
ら
の

出願期間 選考日 合格発表 入学手続期間

大阪国際滝井高等学校 普通科
アカデミックコース（標準）
グローバルコース （国際）
エクセレントコース（特進）

平成 年 月 日（月）
月 日（土）

月 日（金）
月 日（土）

月 日（水） 月 日（火）

大阪国際大和田高等学校 普通科
国際・教養コース
英数コース

平成 年 月 日（月）
月 日（月）

月 日（金）
月 日（土）

月 日（火） 月 日（木）

大阪国際大和田中学校

一 次

平成 年 月 日（金）
月 日（金）

月 日（土）
月 日（月） 月 日（水）

平成 年 月 日（金）
月 日（土）

月 日（日）

二 次

平成 年 月 日（月）
月 日（金）

月 日（土）
月 日（月） 月 日（水）

平成 年 月 日（月）
月 日（土）

月 日（日）

大阪国際大和田幼稚園 平成 年 月 日（金） 月 日（月） 月 日（水） 月 日（木）

国際大

一
般
入
試
を

回
実
施

試
験
科
目
減
ら
し
受
験
方
法
も
工
夫

十
二
年
度
入
試
で
は
、
よ
り
多
く

の
受
験
生
が
挑
戦
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
入
試
制
度
を
か
な
り
変
更
い

た
し
ま
し
た
。
以
下
そ
の
要
点
を
記

し
ま
す
。

一
般
推
薦

の
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス

ト
を
「
英
語
基
礎
学
力
調
査
」
に

変
更
し
、
更
に
「
簿
記
」「
情
報

基
礎
」
を
加
え
て
、
こ
の

科
目

の
中
か
ら

科
目
選
択
と
し
ま
し

た
。

推
薦

の
資
格
や
実
績
が
な
く
て

も
学
校
長
の
推
薦
が
あ
れ
ば
誰
で

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

併
願
可
、
浪
人
可
は
従
来
通
り
で

す
。

一
般
入
試
の
回
数
を

回
に
し
ま

し
た
。
二
月
の
初
め
と
後
半
、
三

月
の
半
ば
に
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ

一
般

・
一
般

・
一
般

と
呼

ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

試
験
科
目
数
を
減
ら
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、一
般

・
一
般

は「
国

語
」「
英
語
」「
選
択
科
目
」
の
中

か
ら

科
目
に
、
一
般

は
「
国

語
」「
英
語
」
の
中
か
ら

科
目

に
し
ま
し
た
。

ま
た
い
ず
れ
も
、

・

は

科

目
、

は

科
目
と
も
受
け
て
そ

れ
ぞ
れ
得
点
の
高
い
方
を
と
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

試
験
会
場
を
増
や
し
ま
し
た
。

少
子
化
時
代
、
長
期
に
わ
た
る
景

気
の
低
迷
の
な
か
で
大
学
の
危
機
が

声
高
に
叫
ば
れ
出
し
た
こ
こ
数
年
、

昨
年
の
入
試
結
果
は
一
部
の
学
科
で

定
員
を
割
る
な
ど
厳
し
い
状
況
を
む

か
え
た
。

昨
年
二
次
で
試
み
た
と
お
り
、
従

来
の
名
古
屋
・
神
戸
・
岡
山
・
福

岡
会
場
の
ほ
か
に
、
京
都
・
大
阪

（
天
王
寺
）
会
場
を
設
け
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
も
、
昨

年
同
様

回
実
施
し
、
一
次
は
一

般

に
、
二
次
は
一
般

に
準
じ

て
科
目
数
を
減
ら
し
ま
し
た
。

以
上
、
か
な
り
受
け
や
す
く
い
た

し
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
受
験

し
て
下
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
大
阪
国
際
大
学
入
試
室
長

中
島
是
美
）

女子大 短大

本
学
に
関
心
を
持
ち

個
性
豊
か
な
学
生
を
期
待

個
性
豊
か
な
学
生
を
期
待

限
り
個
別
に
対
応
出
来
る
シ
ス
テ
ム

を
準
備
し
実
効
を
あ
げ
た
い
。

ま
た
、
本
学
で
は
社
会
人
、
社
会

人
編
入
の
選
考
を
行
っ
て
い
る
が
、

社
会
人
学
生
の
存
在
は
他
の
学
生
に

良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。「

」
読
者
、
あ
る
い
は
そ
の
関

係
の
方
で
大
学
で
学
ぶ
意
欲
の
あ
る

方
は
是
非
入
試
室
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
さ
い
わ
い
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
今
年
度
も
た
ゆ
み

な
く
前
進
を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で

皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

副
学
長

長
野
文
典
）

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

活
気
づ
く

女
子
大
・
短
大
ソ
フ
ト

部

位
と
健
闘

関
西
学
生

部
リ
ー
グ
で
活
躍
し

て
い
る
女
子
大
・
短
大
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
。
全
国
で
も
強
豪
で
知
ら
れ
る

同
部
は
、

月
か
ら

月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
関
西
学
生
リ
ー
グ
戦
で
、

優
勝
こ
そ
逃
し
た
も
の
の

勝

敗

の
第

位
と
健
闘
し
た
。

リ
ー
グ
戦
は

校
で
争
わ
れ
る
が

昨
春
は

位
、
昨
秋
は

位
と
不
本

意
な
成
績
だ
け
に
今
回
の
活
躍
は

チ
ー
ム
に
勢
い
を
感
じ
さ
せ
る
。

同
部
は
こ
れ
ま
で
リ
ー
グ
戦
で
の

優
勝
は
も
ち
ろ
ん
昨
年
、
一
昨
年
と

「
全
日
本
女
子
短
期
大
学
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
で
連
覇
し
て
い
る
。

滝
井
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

月

日
か
ら

日
に
か
け
て
、
東

京
・
国
立
代
々
木
競
技
場
で
行
わ
れ

た
「
第

回
春
の
高
校
バ
レ
ー
」
で
、

ベ
ス
ト

入
り
を
果
た
し
た
。
準
々

決
勝
で
は
強
豪
の
宮
城
・
古
川
商
高

に
惜
し
く
も
敗
れ
、
昨
年
に
続
い
て

の
準
決
勝
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
今
大
会
の
活
躍
し
た
選
手
ら

で
活
躍
の
女
子
大
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学

科

回
生
の
足
立
万
里
香
さ
ん
が

月

日
か
ら

日
、
ス
イ
ス
・

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
開
催
さ
れ
た
「
シ

ン
ク
ロ
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン
大
会
」
に
、

全
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補

チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
た
。

全
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補

チ
ー
ム
は

名
で
、
足
立
さ
ん
ら
は

財
団
法
人
日
本
水
泳
連
盟
か
ら
の
派

遣
で
出
場
。

惜
し
く
も
準
決
勝
進
出
な
ら
ず

惜
し
く
も
準
決
勝
進
出
な
ら

春
高
バ
レ
ー
、
ベ
ス
ト

入
り

春
高
バ
レ
ー
、
ベ
ス
ト

入
り

健
闘

熱
戦

ク
ラ
ブ
活
動

女
子
大
の
足
立
さ
ん
出
場

女
子
大
の
足
立
さ
ん

シ
ン
ク
ロ
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン
大
会

シ
ン
ク
ロ
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン
大
会

平
成

年
度

入
試
展
望

平
成

年
度

入
試
展
望

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
初
優
勝

戦
全
勝
一
部
リ
ー
グ
を
制
覇

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
総
合
優
勝

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
総
合
優
勝

で
、

日
か
ら

日
ま
で
行
わ
れ
た

「
高
校
男
女
選
抜
強
化
選
手
合
宿
」

に
、

年
生
の
高
山
千
夏
さ
ん
と
村

上
尚
美
さ
ん
が
選
ば
れ
参
加
し
た
。

同
部
は
春
高
バ
レ
ー
に

年
連
続

回
出
場
し
て
お
り
、
平
成

年
と

年
に
は
全
国
制
覇
を
果
た
し
た
こ

と
も
あ
る
。

女
子
大
・
山
田
恵
都
子
さ
ん

テ
ニ
ス
大
会
で
栄
冠

輝
く
優
勝
と
準
優
勝

子
大
・
山
田
恵
都
子
さ
ん

テ
ニ
ス
大
会
で
栄
冠

輝
く
優
勝
と
準
優

テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
て
い
る
女
子

大
人
間
健
康
科
学
科

回
生
の
山
田

恵
都
子
さ
ん
が
、

ミ
キ
プ
ル
ー
ン

神
戸
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

（

月

日

日
）
で
準
優
勝
し
、

セ

ル
ジ
オ
・
タ
ッ
キ
ー
ニ
第

回
オ
ー

プ
ン
テ
ニ
ス

（

月

日

月

日
）
で
優
勝
と
、
素
晴
ら
し
い

成
績
を
お
さ
め
た
。
ど
ち
ら
も
シ
ン

グ
ル
ス
。

山
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
数
々

の
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
お
り
、

大
阪
府
代
表
と
し
て
出
場
し
た
一
昨

年
の

な
み
は
や
国
体

（
テ
ニ
ス

成
年
女
子
団
体
の
部
）
で
は
準
優
勝

し
て
い
る
。

国
際
大
軟
式
野
球
部

月
の
全
国
大
会
に
出
場

国
際
大
軟
式
野
球
部

月
の
全
国
大
会
に
出

春
季
リ
ー
グ
戦
優
勝

春
季
リ
ー
グ
戦
優
勝

西
都
大
学
軟
式
野
球
連
盟

部

リ
ー
グ
の
国
際
大
軟
式
野
球
部
が
、

春
季
リ
ー
グ
戦
で
み
ご
と
優
勝
し
、

月

日
か
ら

日
、
奈
良
県
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

同
部
は
こ
れ
ま
で
リ
ー
グ
優
勝
は

も
ち
ろ
ん
、
昨
年
の
全
日
本
大
学
選

手
権
で
は
第

位
と
輝
か
し
い
戦
績

を
お
さ
め
て
い
る
。



就
職
活
動
を
始
め
る
上
で
肝
心

な
の
は
、
な
ぜ
就
職
を
選
択
す
る

の
か
と
い
う
認
識
で
す
。
就
職
す

る
目
的
を
自
分
自
身
で
理
解
で
き

れ
ば
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
や
人
気

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
求
め
る

企
業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
、
一
般
職
で
働
く
こ
と
の

で
き
る
企
業
を
数
種
類
の
業
種
で

受
け
ま
し
た
。
幅
広
く
受
け
る
こ

と
で
比
較
が
で
き
、
求
め
て
い
る

仕
事
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
実
際
に
足
を
運
び
自
分
で
企

私
は
今
年
の
春
に

を
卒

業
し
て
働
き
始
め
て
い
ま
す
。
私

の
経
験
が
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
、
就
職
活
動
開
始
時
の

自
分
は
何
が
で
き
て
、
何
が
で
き

な
い
か
と
い
う
現
状
の
把
握
を
し

た
。
ま
ず

回
生
で
卒
業
ま
で
に

単
位
と
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
も
ち

ろ
ん
成
績
も
悪
か
っ
た
。
ク
ラ
ブ
、

サ
ー
ク
ル
活
動
も
し
て
お
ら
ず
、

学
生
時
代
に
な
に
か
大
き
な
経
験

を
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
そ

し
て
敬
語
も
正
し
く
使
え
な
か
っ

げ
て
自
分
の
性
格
と
か
ら
め
て
自

分
を
売
り
こ
ん
だ
。

会
話
に
関
し
て
は
今
さ
ら
と
っ

て
つ
け
た
よ
う
な
敬
語
を
使
う
よ

り
丁
寧
語
で
ス
ム
ー
ズ
で
自
然
な

刺激的な街。魔都・上海

中国を旅されたことがある人はまだまだ少ないのではないだろうか？

「中国」と聞いてどんなイメージを抱かれるだろうか？そんな中国で現在、

私は駐在しています。 年 月からなので丸 年が経過しました。本場で

の中華料理は本当においしいし、ビールも安いし、中国駐在もまんざらじゃ

ない…これは本当だけれど、実は、毎日が文化や生活習慣の違いとのたた

かいの連続です。

私が生活しているのは、大都市・上海です。ここでは多くの外国人が生

活しています。日本人もかなり多くの方が駐在されています。駐在してい

て刺激を受けることが二つあります。

一つは日系企業の方々との出会いです。業界、業種、役職のレベルを超

えての出会いがあります。日本ではまずお会い出来ない方との名刺交換な

どは刺激があります。

もう一つは、中国の同世代の方々との出会いです。主観的な見方かも

知れませんが、個人個人のパワーが違うし、チャレンジ精神が旺盛です。

そのパワーに圧倒されている私自身を歯がゆく思うことが多々あります。

かなり刺激的です。そんな彼らを見ていて、いつの間にか、私自身の目指

しているものというか、未来図が描ける様になりました。

異国の地での生活もそうですが、仕事においても可能性のある限り自分

の夢にチャレンジしたいと思います。一度、上海へ来て見て下さい。

E Mail: lumen＠anet ne jpまたはhikar i＠cur io city comヘッドラインニュース
短大 国際文化学科の杉 恭子さん（ 年度卒業生）が、「第 回学生によるコン

ピュータ利用研究発表会」（教育システム情報学会情報教育部会主催）に出場

女子大 コミュニケーション学群「資格取得推進ウィーク」開催

女子大 外国人科目等履修生 名、外国人特別科目等履修生 名が学長に挨拶

国際大 西田俊夫学長が枚方東郵便局「第 回逓信記念日式典」で一日郵便局長に

大和田中・高 避難訓練

学園 名誉教授称号授与式

国際大 第 回スポーツメディカル講習会、講師は蛭間栄介講師（テーマ「テーピン

グについて」）

短大 幼児教育科 回生を対象に自然体験実習（講師は伊丹市昆虫館の奥山清一氏）

大和田高 約 名の生徒がボランティアで藤田町内各公園、学園周辺道路を清掃

短大 幼児教育科 、 回生対象に実技研修（人形劇団クラルテ）

短大 国際文化学科 、 回生対象に「奈良山辺の道ハイキング」（天理石上神社か

ら桜井三輪神社）

学園 本部企画室の岩本 博課長が専門図書館協議会から表彰

短大 門真市の「エンジョイ子育て講座」に短大の尾崎壽子非常勤講師（テーマ「現

代親子事情 保育の現場から 」）

短大 幼児教育科「世界の幼児教育」の課外講座（講師は女子大国際コミュニケーショ

ン学科の黄 志軍助教授）

大和田中・高 第 回体育祭

短大 国際文化学科「国際地域理解講演会」（講師は国際文化学科の阿部直哉助教授）

短大 国際文化学科「航空業界論」（講師はルフトハンザドイツ航空マネジャーの山

下謙次氏）

女子大 スポーツ健康学群「第 回特別課外講座」（講師は社会福祉法人プロップステー

ション理事長の竹中ナミ氏）

幼稚園 交通安全教室

女子大・短大 国際交流課「留学生とのお料理会」（研修会館内）

短大 幼児教育科「第 回現職研修会」（講師は岡 建夫助教授）

国際大 第 回スポーツメディカル講習会、講師は蛭間栄介講師（テーマ「指の機能

とテーピングについて」）

ヘッドラインニュース
短大 国際文化学科の杉 恭子さん（ 年度卒業生）が、「第 回学生によるコン

ピュータ利用研究発表会」（教育システム情報学会情報教育部会主催）に出場

女子大 コミュニケーション学群「資格取得推進ウィーク」開催

女子大 外国人科目等履修生 名、外国人特別科目等履修生 名が学長に挨拶

国際大 西田俊夫学長が枚方東郵便局「第 回逓信記念日式典」で一日郵便局長に

大和田中・高 避難訓練

学園 名誉教授称号授与式

国際大 第 回スポーツメディカル講習会、講師は蛭間栄介講師（テーマ「テーピン

グについて」）

短大 幼児教育科 回生を対象に自然体験実習（講師は伊丹市昆虫館の奥山清一氏）

大和田高 約 名の生徒がボランティアで藤田町内各公園、学園周辺道路を清掃

短大 幼児教育科 、 回生対象に実技研修（人形劇団クラルテ）

短大 国際文化学科 、 回生対象に「奈良山辺の道ハイキング」（天理石上神社か

ら桜井三輪神社）

学園 本部企画室の岩本 博課長が専門図書館協議会から表彰

短大 門真市の「エンジョイ子育て講座」に短大の尾崎壽子非常勤講師（テーマ「現

代親子事情 保育の現場から 」）

短大 幼児教育科「世界の幼児教育」の課外講座（講師は女子大国際コミュニケーショ

ン学科の黄 志軍助教授）

大和田中・高 第 回体育祭

短大 国際文化学科「国際地域理解講演会」（講師は国際文化学科の阿部直哉助教授）

短大 国際文化学科「航空業界論」（講師はルフトハンザドイツ航空マネジャーの山

下謙次氏）

女子大 スポーツ健康学群「第 回特別課外講座」（講師は社会福祉法人プロップステー

ション理事長の竹中ナミ氏）

幼稚園 交通安全教室

女子大・短大 国際交流課「留学生とのお料理会」（研修会館内）

短大 幼児教育科「第 回現職研修会」（講師は岡 建夫助教授）

国際大 第 回スポーツメディカル講習会、講師は蛭間栄介講師（テーマ「指の機能

とテーピングについて」）
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大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 政経学部 留学生別科

前期追試験（ ）
集中講義・通年科目補講期間（ ）
後期授業開始
国際シンポジアム
キャンパス見学会
大学祭（ ）

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

追・再試験（ ）
キャンパス見学会
集中講義・補講（ ）
後期開講
大学祭（ ）

大阪国際滝井高等学校
始業式
第 回オープンキャンパス
文化祭（ ）
第 回オープンキャンパス
体育祭
第 回入試説明会
中間考査（ ）
第 回オープンキャンパス
、 年生遠足

保護者会
年生英語合宿（ ）

芸術鑑賞
避難訓練
第 回入試説明会

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

年生学習合宿（ ）（高校）
始業式
文化祭、オープンスクール（中学）
オープンスクール（高校）
授業参観（中学）
入試説明会（高校）
中間考査（ ）（高校）
中間考査（ ）（中学）
入試説明会（中学）
遠足
入試説明会（高校）
入試説明会（中学）

大阪国際大和田幼稚園
夏季保育（ ）
始業式
運動会
園外保育
作品展

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 政経学部 留学生別科

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

大
阪
国
際
女
子
大
学
人
間
科
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年

月
卒
業

ロ
ー
ム
株
式
会
社
京
都
本
社

生
産
本
部

藤
本

裕
子

あ
き
ら
め
ず
に
相
性
合
う
会
社
さ
が
す

OB・OGレポートOB・OGレポート
世紀に挑むサイエンスタウンより…

現在私は、社団法人電気通信協会から、株式会社ATR音声翻訳通信研

究所へ出向し勤務しております。

ここは大阪国際大学と同じ関西文化学術研究都市の一角にあり、官民合

同で夢の最先端技術を実現する為に作られた電気通信分野における基礎

的・独創的な研究開発を行う研究施設です。

異なる言語を用いる人と人とが自由にコミュニケーションできるために

自然に話した音声を認識し、くだけた表現なども翻訳できる技術の開発を

しています。仕事内容は、自然な話し言葉の認識や翻訳の研究を行うため

の基礎資料として、実際に人が話した会話を大量に集めた音声言語データ

ベースを作っています。データを蓄積していく作業なので、人と話すこと

もなく同じ作業の繰り返しで一日中ヘッドホーンで音を聞いたりコン

ピュータと睨めっこの毎日です。

おかげでTVのニュースのいい間違いなどをチェックする癖がついてし

まいました。

会社の食堂から見える庭では運がよければ可愛い野ウサギに会えますし、

夜になると道路で猪や狸に出くわすこともあります。

とてものどかですが、数年後には隣に国会図書館が出来上がる一歩先行

く街です。研究所のホームページがありますので、興味の出た方は一度覗

いて見てください。

URL http :www itl atr co jp

業
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
を
心

掛
け
ま
し
た
。

活
動
を
す
る
中
で
本
当
に
私
は

ど
の
よ
う
な
業
種
に
向
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

な
く
な
り
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
時
は
少

し
で
も
興
味
の
あ
る
企
業
に
は
コ

ン
タ
ク
ト
を
と
り
チ
ャ
ン
ス
を
大

切
に
す
る
べ
き
で
す
。

私
が
、
内
定
を
い
た
だ
い
た
企

業
は
数
十
社
受
け
た
中
で
一
社
だ

け
で
す
。
こ
の
企
業
と
は
説
明
会

の
時
点
で
相
性
を
感
じ
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
貴
重
な
時
間
と
労
力

を
費
や
し
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
と

し
て
、
今
ま
で
に
な
い
経
験
や
人

と
出
会
い
視
野
が
広
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。
つ
ら
い
事
も
あ
り
ま
し

た
が
、
新
し
い
分
野
へ
の
好
奇
心

の
方
が
あ
っ
た
た
め
楽
し
く
で
き

ま
し
た
。

企
業
は
、
あ
な
た
が
ど
の
よ
う

な
人
な
の
か
を
重
要
視
し
て
い
ま

す
。
過
去
を
振
り
返
り
、
自
分
を

客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
で
理
解

す
る
こ
と
は
最
も
大
切
で
す
。
こ

う
い
う
時
こ
そ
、
自
分
に
自
信
を

持
ち
何
事
に
も
恐
れ
る
こ
と
な
く

前
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

諦
め
ず
に
ト
ラ
イ
す
れ
ば
必
ず
相

性
の
合
っ
た
企
業
に
め
ぐ
り
会
え

ま
す
。

就
職
活
動
奮
戦
記

就
職
活
動
奮
戦
記

私
が
企
業
に
出
会
っ
た
と
き

私
が
企
業
に
出
会
っ
た
と
き

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

上
海
小
林
商
標
製
造
有
限
公
司

前
田

光
敏

大
阪
国
際
女
子
大
学
家
政
学
部
被
服
学
科

年
卒

社
団
法
人
電
気
通
信
協
会
近
畿
支
部

（
出
向

音
声
翻
訳
通
信
研
究
所
）

研
究
補
助
員

下
村

由
美

（
旧
姓

大
西
）

「お地蔵さまの鈴が縁」
本紙第 号の レポートに登場し

た深代里子さん（短大英文科 年卒）。
群馬・たくみの里で工房を開き、お地
蔵様の絵の鈴などを作っていると報告
してくださったが、この記事が縁で、
はるか離れた岡山で同じく短大卒業生
の芝原 羊さんが、その鈴を扱うこと
となった。
芝原さんは、短大家政科被服を 年

に卒業し、岡山県久米郡の興禅寺に嫁
がれた。記事を読んで「お地蔵様の鈴を
寺でぜひ扱わせてほしい」と深代さん
に連絡。
「うちの寺もお地蔵様をまつってい
るんです。鈴は寺のあちこちに置き、
欲しいという方におわけしています。
ぬくもりがあって、心がなごむ感じが
して喜ばれているんですよ。」と芝原さ
ん。
なお、深代さんは、昨秋行われた技
能五輪に県代表の 人として出場する
など、ますます活躍中。

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年

月
卒
業

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

広
島
支
店
集
合
住
宅
課

亀
崎

忠
彦

一
つ
は
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を

絞
る
（
絞
ら
ざ
る
を
え
な
い
）。

二
つ
目
は
ス
ム
ー
ズ
な
会
話
を
す

る
と
い
う
こ
と
。
と
い
う

点
だ

け
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
就
職
活

動
で
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
る
ア

ル
バ
イ
ト
の
話
を
か
な
り
掘
り
下

た
。
と
い
う
風
に
自
分
の
「
持
ち

駒
」
を
確
認
し
て
い
く
と
、
す
ご

く
シ
ン
プ
ル
な
対
策
が
う
か
び
あ

が
っ
て
き
た
。

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ

の
方
法
は
意
外
に
も
便
利
で
何
を

聞
か
れ
て
も
最
後
に
は
唯
一
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
結
び
つ
け
て

答
え
て
い
た
。
そ
れ
で
も
面
接
の

感
触
は
ど
れ
も
悪
く
は
な
か
っ
た
。

活
動
中
に
思
っ
て
い
た
こ
と
は
、

今
の
自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
を

出
し
て
落
ち
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ

は
そ
の
時
点
で
は
社
会
、
あ
る
い

は
そ
の
会
社
で
通
用
し
な
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
ま
た
出
直
せ
ば
よ

い
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
。
そ
れ

ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
い
っ
て
い
た

の
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
受
け
ら
れ

た
し
よ
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と

思
う
。

就
職
活
動
、
モ
ー
ド
設
定
は
自
分
流
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